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三
不
三
信
の
研
究

○
三
信
と
本
願
三
心
の
関
係

本
願
の
三
心
と
『
論
註
』
の
三
信
（
三
不
信
）
と
の
関
係
に
就
い
て
、
古
来
よ
り
先
哲
に
二
義
が
あ
る
。

「
答
云
、
古
来
二
説
あ
り
、
一
に
は
淳
心
・
一
心
・
相
続
心
は
、
次
の
如
く
本
願
の
三
信
に
配
す
と
す
、
淳
心
は
純
粋
厚
朴
の
義

な
れ
ば
、
至
心
に
配
当
す
べ
く
、
一
心
は
『
略
書
』
に
「
一
心
即
是
深
心
」
と
あ
る
が
故
に
、
願
文
に
配
せ
ば
信
楽
に
当
る
べ
し
。

又
相
続
心
は
其
心
相
欲
生
を
主
と
す
。
作
得
生
想
が
等
流
相
続
し
て
、
一
生
涯
に
通
ず
る
が
故
な
り
と
す
。
二
に
は
三
信
は
倶
に

他
力
の
一
心
を
顕
す
も
の
な
れ
ば
、
稍
相
同
ず
る
辺
あ
り
と
雖
も
、
彼
此
全
然
配
当
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
。
欲
生
と
は
作
得
生

想
に
し
て
、
是
初
起
一
念
の
心
相
な
れ
ば
、
局
り
て
相
続
心
と
は
す
べ
か
ら
ず
。
又
深
心
は
淳
心
に
親
し
き
義
あ
り
て
、
限
り
て
一

心
に
配
す
べ
か
ら
ず
。
又
此
三
信
は
、
本
願
の
三
信
の
如
く
、
約
仏
の
釈
を
な
す
べ
か
ら
ざ
る
が
故
な
り
と
す
。」

（
佐
々
木
鐵
城
和
上
『
宗
義
要
論
』
70
頁
）

つ
ま
り
先
哲
の
二
義
と
は
次
の
二
で
あ
る
。

　
　

１　

三
信
を
本
願
の
三
心
に
そ
れ
ぞ
れ
順
次
に
配
当
す
る

　
　

２　

三
信
は
本
願
の
信
楽
を
開
く
の
み
で
、
至
心
欲
生
の
二
心
に
は
配
当
し
な
い
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今
は
２
の
義
を
取
る
。
そ
の
主
な
理
由
と
し
て
次
の
二
由
を
挙
げ
て
お
く
。

　
　

・
欲
生
は
相
続
心
に
限
ら
な
い

　
　

・『
信
巻
』
一
念
転
釈
に
三
信
が
皆
存
す
る

義
山
和
上
は
次
の
様
に
、
六
由
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
就
中
（
是
三
）
と
（
是
五
）
が
、
今
挙
げ
た
二
由
に
あ
た
る
。

「
義
山
の
本
典
摘
解
は
三
共
に
信
楽
と
な
す
義
を
取
る
に
六
由
を
立
て
、「
本
願
の
三
と
は
約
仏
の
義
の
あ
り
、
今
は
不
如
実
に
対

す
、
立
つ
る
所
は
如
実
能
信
の
名
な
る
が
故
に
約
仏
の
釈
を
な
す
べ
か
ら
ず
（
是
一
）
要
集
下
に
淳
心
を
換
ふ
る
に
深
心
を
以
て
す

（
是
二
）
欲
生
は
是
れ
往
生
決
定
の
想
な
り
、
何
ぞ
但
相
続
心
な
ら
ん
や
（
是
三
）
高
祖
数
々
此
釈
を
讃
揚
す
る
は
是
れ
機
受
を
詳

に
す
る
に
由
る
、
若
し
本
願
の
三
に
異
ら
ず
ば
則
ち
別
に
功
な
し
、
何
ぞ
特
に
鸞
・
綽
の
発
揮
す
る
所
と
せ
ん
（
是
四
）、
信
末
・
略

書
、
淳
一
相
続
を
以
て
一
心
一
念
の
異
目
と
な
す
（
是
五
）、
未
だ
至
欲
の
二
心
を
以
て
不
如
実
に
揀
ぶ
を
見
ず
、
二
心
彼
に
亦
之

あ
る
が
故
に
（
是
六
）」」

（『
仏
教
大
辞
彙
三
』【
三
不
三
信
】
1733
頁
）

○
三
信
の
中
心

次
に
三
信
の
関
係
に
就
い
て
考
え
る
。
三
信
は
「
三
句
展
転
相
成
」（『
聖
典
全
書
三
巻
』
386
頁
）「
迭
相
収
摂
」（『
聖
典
全
書
一
巻
』
606
頁
）

の
釈
よ
り
窺
う
に
、
三
信
は
皆
同
格
で
主
伴
な
く
中
心
も
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
次
の
様
に
是
山
和
上
は
一
心
を
中
心
と
さ
れ
る
。
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「
一
者
・
二
者
・
三
者
、
如
実
修
行
の
信
心
を
、
論
主
の
一
心
に
会
す
る
よ
り
推
す
に
、
三
心
は
即
ち
一
心
で
あ
り
て
、
一
心
を

開
た
も
の
が
、
前
後
の
二
心
な
れ
ば
、
條
然
た
る
次
第
の
あ
る
に
非
る
も
、
且
く
体
相
用
に
約
し
て
、
一
二
三
の
言
を
立
て
、
以
て

是
非
を
甄
覈
し
た
も
の
」

（
是
山
和
上
『
往
生
論
註
講
義
』
146
頁
）

一
心
は
論
主
の
建
章
の
一
心
に
し
て
三
信
中
の
中
心
で
あ
り
、
こ
れ
を
開
い
て
前
後
二
心
と
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

然
る
に
こ
こ
で
、
一
心
を
中
心
と
す
る
な
ら
ば
三
信
は
同
格
で
は
な
く
、
よ
っ
て
「
三
句
展
転
相
成
」「
迭
相
収
摂
」
と
云
い
得
な
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
ず
る
。
だ
が
こ
れ
は
少
し
考
え
れ
ば
分
か
る
様
に
、
三
信
皆
決
定
心
な
る
が
故
に
展
転
相
成
す
る
の
で
あ
り
、

同
格
か
ど
う
か
は
関
係
な
い
の
で
問
題
は
な
い
。

本
論
文
で
は
、
こ
の
一
心
を
中
心
と
す
る
義
を
取
る
（
但
し
体
相
用
に
約
す
義
は
取
ら
な
い
）。
何
と
な
れ
ば
次
の
三
由
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

１　

一
心
は
建
章
の
一
心
に
対
応
す
る
が
故
に

建
章
の
一
心
に
対
応
す
る
こ
と
は
、
次
の
三
信
釈
の
文
よ
り
云
え
る
。

「
此
と
相
違
せ
る
を
如
実
修
行
相
応
と
名
く
。
是
の
故
に
論
主
建
め
に
我
一
心
と
言
へ
り
と
。」（『

聖
典
全
書
三
巻
』
386
頁
）

　

２　

『
信
巻
』
の
一
念
転
釈
に
於
て
、
決
定
心
と
一
心
の
間
に
淳
心
相
続
二
心
を
配
す
る

決
定
心
と
は
一
心
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
決
定
心
と
一
心
に
挟
ま
れ
た
、
淳
心
と
相
続
心
は
一
心
の
内
容
で
あ
る
と
解
す
こ
と
が
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で
き
る
。

「
堅
固
深
信
即
ち
是
れ
決
定
心
な
り
。
決
定
心
即
ち
是
れ
無
上
上
心
な
り
。
无
上
上
心
即
ち
是
れ
真
心
な
り
。
真
心
即
ち

是
れ
相
続
心
な
り
。
相
続
心
即
ち
是
れ
淳
心
な
り
。
淳
心
即
ち
是
れ
憶
念
な
り
。
憶
念
即
ち
是
れ
真
実
の
一
心
な
り
。」

（『
聖
典
全
書
二
巻
』
95
頁
）

　

３　

一
心
と
前
後
二
心
に
釈
相
の
相
違
が
存
す
る

『
論
註
』
讃
嘆
門
に
於
て
、
一
心
は
直
ち
に
決
定
心
を
釈
し
、
前
後
二
心
は
疑
心
の
相
よ
り
反
顕
す
る
。
こ
れ
に
就
い
て
は
次
下
に

詳
解
す
る
。

○
一
心
と
前
後
二
心
の
釈
相
の
相
違

一
心
と
前
後
二
心
の
釈
相
に
は
相
違
が
存
す
。『
論
註
』
の
三
不
信
の
文
は
次
の
如
し
。

「
一
に
は
信
心
淳
か
ら
ず
、
存
ず
る
が
若
し
亡
ず
る
が
若
き
の
故
に
。
二
に
は
信
心
一
な
ら
ず
、
決
定
无
き
が
故
に
。
三
に
は
信

心
相
続
せ
ず
、
余
念
間
つ
る
が
故
な
り
。」

（『
聖
典
全
書
三
巻
』
386
頁
）

こ
の
文
の
内
容
を
簡
潔
に
示
せ
ば
次
の
様
に
な
る
。
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・
不
淳
心　

　

…　

若
存
若
亡
故
に

　
　
　
　

・
不
一
心　

　

…　

無
決
定
故
に

　
　
　
　

・
不
相
続
心　

…　

余
念
間
雑
故
に

こ
こ
で
中
間
の
不
一
心
の
釈
の
み
「
無
決
定
」
と
否
定
の
釈
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

『
論
註
』
は
三
不
信
を
釈
す
が
、
こ
こ
で
簡
潔
の
為
に
三
信
を
釈
し
た
も
の
と
し
て
表
現
し
直
す
と
、
次
の
様
に
な
る
。

　
　
　
　

・
淳
心　

　

…　
若
存
若
亡
の
否
定

　
　
　
　

・
一
心　

　

…　

決
定
心

　
　
　
　

・
相
続
心　

…　

余
念
間
雑
の
否
定

こ
の
様
に
、
一
心
は
直
ち
に
信
心
の
当
義
の
決
定
を
以
て
釈
す
る
の
に
対
し
、
前
後
二
心
は
、
決
定
に
対
す
る
不
定
の
相
を
以
て
こ
れ
反
顕
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
三
信
皆
決
定
心
な
れ
ど
も
、
一
心
は
信
心
の
当
義
と
し
て
直
ち
に
決
定
心
と
釈
し
、
淳
心
は
不
定
（
若
存
若
亡
）

の
否
定
を
以
て
、
こ
の
決
定
心
を
純
朴
の
義
で
釈
し
、
相
続
心
も
不
定
（
余
念
間
雑
）
の
否
定
を
以
て
、
こ
れ
を
相
続
の
義
で
釈
さ
れ
る
。
一

心
は
直
ち
に
釈
す
の
に
対
し
、
前
後
二
心
は
疑
心
の
否
定
と
し
て
釈
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
三
信
中
の
一
心
と
前
後
二
心
は
釈
相
に
相
違
が
あ
り
、
一
心
は
直
ち
に
信
心
の
当
義
を
釈
す
る
が
故
に
、
三
信
の
中
心
と
解
す
べ

き
で
あ
る
。

○
一
心
と
前
後
二
心
の
所
顕
の
相
違

-7-



で
は
一
心
と
前
後
二
心
の
釈
は
、
改
め
て
ど
の
様
な
相
違
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
何
を
顕
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
上
述
の
様
に
一
心
は
決
定
の
義
で
あ
り
、
こ
れ
は
信
心
の
当
義
で
あ
る
。
対
し
て
前
後
二
心
、
即
ち
淳
心
の
若
存
若
亡
の
釈
と
相

続
心
の
余
念
間
雑
の
釈
は
、
心
相
の
釈
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

ま
た
一
心
は
相
応
（「
如
実
修
行
相
応
」）
の
義
を
顕
し
、
対
し
て
淳
心
、
相
続
心
は
如
実
の
相
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
次

の
様
に
『
二
門
偈
』
に
は
淳
心
な
る
が
故
に
如
実
と
釈
さ
れ
、『
信
巻
』
に
は
真
心
を
相
続
心
、
淳
心
と
転
釈
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
三
信
相
応
せ
む
は
是
れ
一
心
な
り　

一
心
は
淳
心
な
れ
ば
如
実
と
名
づ
く
」

（『
聖
典
全
書
二
巻
』
320
頁
）

「
真
心
即
ち
是
れ
相
続
心
な
り
。
相
続
心
即
ち
是
れ
淳
心
な
り
。」

（『
同
』
95
頁
）

一
心
の
信
心
を
以
て
名
号
真
実
法
に
相
応
す
る
。
真
実
の
法
に
相
応
す
る
を
以
て
の
故
に
、
そ
の
心
相
た
る
淳
心
、
相
続
心
の
心
相
も
ま

た
真
実
に
し
て
如
実
の
相
と
解
さ
れ
る
。
略
示
す
れ
ば
次
の
如
し
。

　
　
　

・
一
心　

　
　
　
　

…　

相
応　

…　

一
心
を
以
て
真
実
に
相
応

　
　
　

・
淳
心
、
相
続
心　

…　

如
実　

…　

真
実
に
相
応
す
る
故
に
そ
の
心
相
も
真
実
（
如
実
）

真
実
の
心
相
と
は
具
体
的
に
如
何
な
る
心
相
か
と
い
う
と
、
淳
心
は
表
裏
な
き
相
で
あ
り
、
相
続
心
は
移
動
せ
ざ
る
相
で
あ
る
（
註
）。

○
若
存
若
亡
と
無
決
定
の
相
違
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古
来
よ
り
三
不
三
信
の
論
題
に
於
て
、
淳
心
の
若
存
若
亡
と
、
一
心
の
無
決
定
と
の
相
違
に
就
い
て
議
論
が
あ
る
。
若
存
若
亡
と
は
、
猶
予

不
定
の
相
で
あ
り
、
猶
予
不
定
と
は
言
い
換
え
れ
ば
不
決
定
の
謂
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
ど
の
様
に
区
別
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
善
譲
和
上

は
次
の
様
に
云
わ
れ
て
い
る
。

「
問
、
若
存
若
亡
は
即
ち
無
決
定
に
し
て
且
信
且
疑
の
相
な
り
、
何
ぞ
二
因
故
を
分
つ
て
不
淳
不
一
と
す
る
や
。

答
、
若
存
若
亡
は
一
物
不
淳
の
趣
、
無
決
定
は
信
疑
の
二
心
交
起
し
て
不
一
の
相
を
示
す
、
共
に
且
信
且
疑
な
れ
ど
も
其
心
相
に

就
い
て
不
淳
を
取
り
不
一
を
取
る
の
異
な
り
」

（『
百
論
題
上
』
139
頁
）

ま
た
義
山
和
上
は
次
の
様
に
云
わ
れ
て
い
る
。

「
問
、
若
存
若
無
決
定
と
云
何
が
義
別
あ
り
や
。

答
、
若
存
若
亡
は
一
相
不
淳
な
り
、
無
決
定
は
二
相
不
決
な
り
、
一
相
不
淳
と
は
、
或
時
は
往
生
せ
ら
れ
ん
と
、
心
一
相
に
決
し

た
れ
ど
も
、
底
心
に
若
し
間
違
は
す
ま
じ
き
か
の
恐
あ
り
、
或
時
は
往
生
な
る
ま
じ
と
、
心
一
相
に
定
ま
り
た
れ
ど
、
底
心
に
若
し

や
往
生
せ
ら
れ
ん
か
の
憑
あ
る
を
云
ふ
、
二
相
不
決
と
は
往
生
な
る
べ
き
か
、
せ
ら
れ
ま
じ
き
か
の
二
心
牛
角
に
並
起
し
、
判
決
せ

ら
れ
ざ
る
を
云
ふ
な
り
。」

（『
同
』
143
頁
）

義
山
和
上
の
義
を
略
示
す
れ
ば
次
の
如
し
。
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・
若
存
若
亡　

…　

一
相
不
淳　

心
一
相
に
定
ま
り
た
れ
ど
猶
予
を
存
す

　
　
　

・
無
決
定　

　

…　

二
相
不
決　

二
心
並
起
し
、
判
決
せ
ら
れ
ざ
る

然
る
に
、
若
存
若
亡
を
一
相
と
い
う
が
、
そ
れ
は
疑
心
で
あ
る
以
上
は
結
局
は
二
心
不
決
定
の
状
態
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
や
は
り
両

者
は
同
じ
と
見
る
他
な
い
。
で
は
ど
の
様
に
若
存
若
亡
と
無
決
定
の
釈
を
分
別
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

今
謂
く
、
上
述
の
様
に
一
心
と
前
後
二
心
の
釈
相
を
分
別
す
れ
ば
、
こ
れ
は
解
し
や
す
い
。
若
存
若
亡
と
無
決
定
を
共
に
心
相
を
釈
し
た

も
の
と
す
る
と
、
両
者
は
同
じ
と
な
る
。
然
し
上
述
の
様
に
、
一
心
は
信
心
の
当
義
と
し
て
決
定
を
釈
す
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
若
存
若
亡

の
釈
は
こ
の
決
定
心
の
心
相
を
具
体
的
に
示
す
も
の
と
し
て
、
淳
心
の
説
明
に
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
心
相
を
釈
す
の
は
前
後
二
心
だ
か

ら
で
あ
る
。
今
義
を
略
示
す
れ
ば
次
の
如
し
。

　
　
　

・
決
定

…　
一
心
（
信
心
）
の
当
義
を
出
す

　
　
　

・
若
存
若
亡
（
の
否
定
）

…　

一
心
の
心
相
を
釈
す

○
淳
心
と
相
続
心
の
相
違

前
後
二
心
は
共
に
信
心
の
如
実
の
心
相
を
釈
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
で
は
こ
れ
ら
二
心
に
は
ど
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

謂
く
。
淳
心
は
所
信
に
就
く
。『
信
巻
』
引
用
の
『
論
註
』
の
淳
心
釈
の
細
注
に
厚
朴
（
純
朴
）
と
あ
る
。
こ
れ
よ
り
窺
う
に
、
淳
心
と
は

法
を
聞
く
こ
と
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
法
と
の
間
に
自
力
心
を
雑
え
ざ
る
相
を
釈
す
。
つ
ま
り
所
信
の
法
に
対
す
る
心
相
を
釈
す
の
で
あ
る
。
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「
一
つ
に
は
信
心
淳
か
ら
ず
（
淳
字　

常
倫
反　

又
音
純
也　

又
厚
―
朴
也　

朴
字　

音
卜
也　

薬
名
也　

　

諄
字　

至
也　

誠

懇
之
貌
也　

同
上
字
）
存
せ
る
が
若
し
亡
ぜ
る
が
亡
き
の
故
に
。」

（『
聖
典
全
書
二
巻
』
69
頁
）

義
山
和
上
も
次
の
様
に
云
わ
れ
て
い
る
。

「
答
、
先
づ
淳
心
と
は
『
和
讃
』
に
「
あ
つ
か
ら
ず
」
と
の
給
ふ
和
訓
に
拠
り
、
厚
を
以
て
本
義
と
定
め
、
此
を
標
準
と
し
て
、
其

余
の
訓
詁
の
意
を
獲
べ
き
な
り
、『
信
巻
』
に　

…　

か
の
純
と
は
、
古
本
に
不
淳
を
、
不
醇
に
作
る
如
く
、
酒
に
水
の
雑
ら
ぬ
と

同
じ
く
、
純
粋
な
れ
ば
、
酒
味
濃
か
に
し
て
淡
薄
な
ら
ざ
る
ゆ
ゑ
、
自
ら
厚
の
義
を
成
ず
る
な
り　

…　

朴
と
は
質
朴
に
て
、
田
舎

山
臾
の
表
現
相
応
し
て
虚
偽
な
き
如
く
な
れ
ば
、
即
ち
亦
敦
厚
の
義
を
成
ず
る
な
り
、
今
の
他
力
の
信
相
、
仏
に
向
う
て
己
が
機
の

本
分
を
隠
蔽
し
、
現
善
虚
飾
す
る
等
の
念
な
く
、
一
心
に
投
じ
正
直
に
進
む
相
を
淳
心
と
云
ふ
な
り
。」（『

百
論
題
上
』
142
〜
143
頁
）

和
上
の
酒
の
譬
喩
よ
り
窺
う
に
、
厚
の
義
と
は
純
粋
に
し
て
他
力
の
法
に
自
力
心
を
雑
え
ざ
る
義
で
あ
り
、
朴
と
は
質
朴
に
し
て
現
善
虚
飾

す
る
念
な
く
正
直
に
進
む
（
他
力
の
法
に
向
か
う
）
義
で
あ
る
。
淳
心
に
対
し
て
、
不
淳
心
は
他
力
の
法
の
中
に
自
力
の
思
い
を
雑
え
る
が
故

に
、
若
存
若
亡
す
る
の
で
あ
る
。

相
続
心
は
時
間
に
就
く
。
時
間
に
約
し
て
自
力
心
の
入
ら
な
い
心
相
を
釈
す
。
若
存
若
亡
も
時
間
的
な
解
釈
が
で
き
る
が
（「
ア
ル
ト
キ
ハ

サ
モ
ト
オ
モ
フ
ア
ル
ト
キ
ハ
カ
ナ
フ
マ
ジ
ト
オ
モ
フ
ナ
リ
」『
高
僧
和
讃
』
曇
鸞
讃
の
左
訓
『
聖
典
全
書
二
巻
』
428
頁
）、
や
は
り
淳
心
は
所
信

に
対
す
る
関
係
と
し
て
決
定
相
を
示
す
の
が
主
で
あ
り
、
若
存
若
亡
は
所
信
に
対
す
る
不
決
定
の
心
相
を
示
す
。
一
方
で
等
流
相
続
に
適
わ

な
い
心
相
を
示
す
の
が
余
念
間
雑
の
釈
で
あ
る
。
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淳
心
と
相
続
心
の
所
顕
を
略
示
す
れ
ば
以
下
の
如
し
。

　
　
　

・
淳
心　

　

…　

所
信
に
就
く　

所
信
に
対
し
自
力
心
を
雑
え
な
い
心
相

　
　
　

・
相
続
心　

…　

時
間
に
就
く　

時
間
に
約
し
て
自
力
心
を
雑
え
な
い
心
相

次
に
聖
教
の
他
の
文
を
引
い
て
、
淳
心
と
相
続
心
の
心
相
を
、
も
う
少
し
詳
し
く
明
ら
か
に
し
て
い
こ
う
。

○
淳
心
の
心
相

先
ず
淳
心
に
つ
い
て
、
不
淳
心
の
純
朴
な
ら
ざ
る
心
相
を
云
え
ば
、
法
を
そ
の
ま
ま
聞
か
ず
、
こ
の
様
な
罪
悪
の
凡
夫
で
は
救
わ
れ
な
い
の

で
は
な
い
か
と
自
ら
憚
り
、
仏
智
不
思
議
を
計
ら
う
自
力
心
を
挟
む
。
こ
の
故
に
心
が
定
ま
ら
ず
若
存
若
亡
の
心
相
と
な
る
の
で
あ
る
。『
論

註
』
の
中
で
、
こ
の
心
相
に
対
応
す
る
文
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
次
の
文
が
存
す
る
。

「
他
力
の
乗
ず
べ
き
こ
と
を
聞
き
て
、
当
に
信
心
を
生
ず
べ
し
。
自
ら
局
分
（
ハ
ゞ
カ
ル
コ
ト
）
す
る
こ
と
勿
れ
と
。」

（『
聖
典
全
書
三
巻
』
425
頁　

カ
ッ
コ
内
左
訓
）

ま
た
淳
心
を
終
南
の
二
河
譬
の
文
に
対
応
せ
し
む
れ
ば
、
次
の
文
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
此
の
人
既
に
此
に
遣
り
、
彼
に
喚
ふ
を
聞
き
て
、
即
ち
自
ら
正
し
く
身
心
に
当
て
、
決
定
し
て
道
を
尋
ね
て
直
ち
に
進
ん
で
、
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疑
怯
退
心
を
生
ぜ
ず
。」

（『
同
』
549
頁
）

「
正
し
く
身
心
に
当
て
」、「
疑
怯
退
心
を
生
ぜ
ず
」
は
、
法
を
自
ら
の
救
い
と
し
て
そ
の
ま
ま
聞
き
、
自
力
心
を
雑
え
な
い
純
朴
決
定
の
心
相

を
顕
す
。

次
の
二
河
譬
の
文
は
、
二
尊
の
意
（
願
力
不
思
議
に
て
往
生
）
を
聞
い
て
、
自
ら
の
水
火
煩
悩
を
以
て
憚
ら
な
い
心
相
で
あ
る
。

「
今
二
尊
の
意
に
信
順
し
て
、
水
火
の
二
河
を
顧
み
ず
」

（『
同
』
550
頁
）

自
ら
の
水
火
の
二
河
の
煩
悩
の
問
題
は
、
自
ら
に
先
ん
じ
て
如
来
が
既
に
解
決
さ
れ
た
問
題
で
あ
っ
た
と
領
解
す
る
故
に
、「
水
火
の
二
河
を

顧
み
」
る
必
要
が
無
く
な
る
の
で
あ
る
。『
御
文
章
』（
２
帖
10
通
）
の
次
の
文
も
同
義
で
あ
る
。

「
当
流
の
他
力
信
心
の
お
も
む
き
と
申
は
、
あ
な
が
ち
に
我
身
の
つ
み
の
ふ
か
き
に
も
こ
ゝ
ろ
を
か
け
ず
、
た
ゞ
阿
弥
陀
如
来
を

一
心
一
向
に
た
の
み
た
て
ま
つ
り
て
…
」

（『
聖
典
全
書
五
巻
』
110
〜
111
頁
）

一
方
で
、
三
定
死
の
分
際
は
、
自
ら
局
分
す
る
故
に
強
決
（
若
存
）
と
惶
怖
（
若
亡
）
に
揺
れ
る
の
で
あ
る
。

○
相
続
心
の
心
相

余
念
間
雑
無
い
と
は
一
心
の
心
心
相
続
す
る
を
云
う
、
こ
れ
は
『
論
註
』
の
次
の
文
と
同
義
で
あ
る
。
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「
无
碍
光
如
来
を
念
じ
た
て
ま
つ
り
て
安
楽
に
生
と
願
こ
と
。
心
心
相
続
し
て
他
の
想
ひ
間
雑
す
る
こ
と
无
し
と
な
り
」

（『
聖
典
全
書
三
巻
』
348
頁
）

『
聞
書
』
に
は
信
心
の
相
続
に
就
い
て
明
確
に
次
の
様
に
示
さ
れ
て
あ
る
。

「
こ
の
一
念
、
臨
終
ま
で
と
ほ
り
て
往
生
す
る
な
り
」

（『
聖
典
全
書
五
巻
』
525
頁
）

初
一
念
開
発
の
信
心
が
壊
す
る
こ
と
な
く
必
ず
一
生
相
続
す
る
故
に
、弘
願
の
信
心
開
発
の
一
念
は
一
度
し
か
あ
り
え
な
い
。
故
に『
歎
異

鈔
』
に
も
「
一
向
専
修
の
ひ
と
に
お
い
て
は
、
廻
心
と
い
ふ
こ
と
、
た
ゞ
ひ
と
た
び
あ
る
べ
し
。」（『
聖
典
全
書
二
巻
』
1069
頁
）
と
言
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

ま
た
、
二
河
譬
の
次
の
文
の
「
念
念
に
遺
る
ゝ
こ
と
無
け
れ
ば
」
は
、
信
心
間
断
せ
ず
念
念
相
続
す
る
心
相
を
示
し
て
い
る
。

「
念
念
に
遺
る
ゝ
こ
と
無
け
れ
ば
、
彼
の
願
力
の
道
に
乗
じ
て
」

（『
聖
典
全
書
三
巻
』
550
頁
）

一
方
で
自
力
の
心
は
間
断
あ
っ
て
相
続
す
る
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
は
次
の
『
礼
讃
』
の
十
三
失
の
文
の
如
し
で
あ
る
。

「
若
し
専
を
捨
て
ゝ
雑
業
を
修
せ
む
と
欲
ふ
者
は
、
百
の
時
に
希
に
一
二
を
得
、
千
の
時
に
希
に
三
五
を
得
。
何
を
以
の
故
に
。

乃
ち
雑
縁
乱
動
し
て
正
念
を
失
す
る
に
由
る
が
故
に　

…　

係
念
相
続
せ
ざ
る
が
故
に
、
憶
想
間
断
す
る
が
故
に　

…　

貪
瞋
・
諸
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見
煩
悩
来
た
て
間
断
す
る
が
故
に
」

（『
同
』
687
〜
688
頁
）

○
三
在
釈
の
在
決
定
と
の
対
応

『
論
註
』
の
三
在
釈
の
中
の
在
決
定
釈
は
、
一
心
の
真
実
（
在
心
釈
）
信
心
（
在
縁
釈
）
を
、
無
後
心
・
無
間
心
の
心
相
を
以
て
釈
し
た
も

の
で
あ
る
。

「
云
何
が
決
定
に
在
る
。
彼
の
造
罪
人
は
有
後
心
・
有
間
心
に
依
止
し
て
生
ず
。
此
の
十
念
は
无
後
心
・
无
間
心
に
依
止
し
て
生

ず
。
是
を
決
定
と
名
く
。」

（『
聖
典
全
書
三
巻
』
381
頁
）

こ
れ
ら
無
後
心
・
無
間
心
は
次
の
様
に
淳
心
・
相
続
心
に
対
応
す
る
。

　
　
　

・
無
後
心　

…　

信
心
の
後
に
疑
心
を
起
さ
な
い　
…　

淳
心

　
　
　

・
無
間
心　

…　

信
心
相
続
す
る　

　
　
　
　
　
　

…　
相
続
心

こ
の
詳
細
に
就
い
て
は
別
論
に
譲
る
。（
終
）

註

-15-



『
本
典
研
鑽
集
記
』
に
信
心
の
真
実
の
心
相
に
つ
い
て
次
の
様
に
あ
る
。

「
或
が
云
く
、
必
ず
し
も
真
実
の
心
相
な
き
に
あ
ら
ず
、
謂
く
こ
の
無
疑
心
中
に
表
裏
な
き
相
あ
り
、
亦
違
縁
に
逢
ふ
と
雖
も
、

移
動
せ
ざ
る
相
あ
り
、
是
の
如
き
堅
固
の
相
は
即
ち
真
実
の
心
相
と
云
ふ
べ
き
か
と
。
須
く
思
択
す
べ
し
。」

（『
本
典
研
鑽
集
記
下
』
24
頁
）
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